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がなとし,清 書する.年 号は西暦とする.文 中欧
語の固有名詞は大文字で,普 通名詞は小文字で始




例;山 田 ・ほか:前 立腺がん ・PSAP
@英 文抄録:和 文の表紙,本 文とは別に標題,








㈲ 数字はすべて算用数字を使用 し,単 位m,cm,
㎜,1,ml,kg,g,mg,μg,%,℃などとする,
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文中に入れる.そ の数は30ま でが望ましい.和 文
は楷書で,欧 文はタイプする.
(例;山 田1・3・7),田中ら1・3-10)によると)
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単行本の場合一著者名(全 員):題 名,書 名,編
集者名,版 数,巻 数,引 用頁,発 行所,出 版地,発行年
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額を実費負担とし,aF1求 は論文掲載誌発行後に行
なう.論 文の長さが超過 した場合,超 過料を別途
に申し受ける.
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